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○

退職金の分割払

Q:当社の取締役が退職し、株主総会にお

いて退職金の額が承認決議されましたが、資

金繰りの関係上、3年にわたって分割して支

払うこととしました 。

この場合、退職金の損金算入時期はいつに

なるのでしょうか。

ヱヘ：役員退職給与は、株主総会の決議等に

よりその額が具体的に確定した日の属する事

業年度において損金算入することができるほ

か、実際に支給した日の属する年度において

も損金算入することができます。

【解説】

役員退職給与は、損金経理をした金額のう

ち不相当に高額な部分を除き、損金算入が認

められています。

その損金算入時期については、原則として、

株主総会の決議等によりその金額が具体的に

確定した日の属する事業年度とされています。

しかし、株主総会の決議等により退職給与

の額が具体的に確定していても、役員である

がゆえ、資金繰りがつくまでは実際に支給し

ないこともあり得るところから、退職給与の

金額が不相当に高額であるものは別として、

法人がその退職給与の額を支給した日の属す

る事業年度において支給した額につき損金経

理をしたときはこれを認めることとされてい

ます。


